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起る o すなわち 4月 21-22日に開かれた合同大会でドイツ共産党とドイツ社会民主党
(KPD)は統合して新たにドイツ社会主義統一党 (SED)を創立した。こうしてドイツ
労働者階蔽は長い閣の念願であった自分たちのしっかりした統ーの政治的指導部をもっ
1) Bi1dung und Tatigkeit Antifaschistischer Parteien und freier Gewerkschaften 
auf dem Tcrritorium der sowjetischen Besatzungszone jn Deutschland， 10. Juni 
1945， Dokumente zur Staatsordnung der DDR， Bd. 2， S. 69. 
2) 反フアツシスト民主的諸政党のプ μ ツクは， 1945年7月14日故国の共同プログヲムり下にド
イツ共産党 (KPD)， ドイツ社会民主党 (SPD)，キリスト教民主同盟 (CPU)およびドイツ自
由民主党 (LDPD)の4大政党が喜加してJf3成された。
3) uber die Bildung von deutschen Zentralverwaltungen in der sowjetischeI主




5) Aufruf der Komm抑制tischenPartei Dιiutschlands， 11. Juni 1945. Zur okono-
冊目chenPolitik， Beschlusse und Gesetze， 11. Juni 1945 tz's 21. Juni 1955， Dietz 
Verlag， Berlin， 1955， 88. 7-16 
6) Neuaufbau der deutschen~Wirtschaft Richtlinien der Kommunistischen Partei 
Deutschlands zur Wirtschaftspolitik， 3.Marz 1946， ibz'd.. SS. 13-46 
7) Beitrage zur Geschichte der SED， Dietz~VerIag， Berlin， 1961. S. 1. 



























及びプア γ シスト国家機関の所有する土地約 330万へクタールが没収されたが，このう
ち約220万ヘクタールの土地が55万 9089人の土地耕作者たちに， すなわち 11方 9121
8) Beschluss des V. Parteitages d肝 SEDuuer dem I!白川ρ'1'岬 denP向 eden，furd.仰
Sieg des Sozialis隅 us，fur die nationale Wiedeγ-geburt Deutschlands als friedenlie-
bender， demokratischeγStaat， Dietz Verlag， Berlin. 1958 
9) Verordnung ilbeグdieBodenrefonη in der Provinz Sachsen， von der Bodenreform 
zu den Landwiγtschajtlichen Produktiunsgenossenschajten， von H. Doring， VEB 
Deutscher Zentralverlag， Berlin， S5. 15-19 
10) E. Hornle， Die BOdenreform-ein Weg zur Demokratie und Prieden， Dcutscher 














年第4・4半期には 52.8%に， さらに 1947年 5月には 61.9%にまで回復した。そし
て困民経済の重点もとうぜんこれらの人民所有の諸企業におかれることとなり生産と分
阻に対する厳格な管理がと〈に要求曲されるようになったことはし、うまでもない。そし












11) W. Ulbricht， Die Bauernbefreiung in der DDR. S. 126 
m 拙稿， ドイツ民主共和国における社会主義工業管理制度の発展について.r経済論叢J84巷1号
事問。
13) J. Rudolpb， Grundriss der Volkswirtschajts.設la即時.Ver1ag Die Wirtschaft~ 
Berlin， 1957. S. 56 
14) Uber die Zusammensetzung und Vollmachten der deutschen Wirts.chaftsko血ー
回目sionvom 12. Februar 1948， Dokumenle zur Staatsordnung der DDR， Bd. 2. 55 
121-122 































の「ヨーロッパ経済通報J(Vo1. 8， No， 3，1956， p. 47)によると戦前東ドイツはιL業に
おL、てド fツの全雇用者数の 490/0を，また農業においてその約5分の 1を占めていた






























18) F. Oel品ner，Die Uoergangsterz"ode vom Katitalismus 印刷 Sozial山町"問 der




でも国家は死滅し始めないわけにはh、かないと主張したo ~ (F. Behrens，“Die Bedeutung 
der Statistik fur die Ausnutzung okonomischer Gesetze"， Statistische Praxis， 
H. 10. 1956. und “Die Planung und Leitung der Volkswirtschaft-eine Stellungs 
nahme "， Wirtschaftswissenschaft， H. 1. 1958)。 このような見解はたとえばエルスナー
らのつよい反論をよびおこすところとなったが， とりわけ Fイツ社金主説統一党第30回中央委員
総会においてそれは慎正主義的見解として批判されることとなった (F.OelBner，“Staatund 
Okonomie in ubergangsperiode". Wirtschafts~仰ssenschaft， H. 3， 1953)。











































(1950年 7月〉は 1951-1955年聞の国民経済発展5ヶ年計画を審議し採択した。 この
第 1次 5ヶ年計画の主たる任務は， ドイツ民主共和国における 1955年の士業生産高号
















.20) との計画での総投資額は268億9，00:万 DMと決定された。その内訳は工業141億 2，000万 DM，
運輸通信 19億 7，500方 DM，農業14億DM. 商業その他3億 DM，教育科学 6億円500万
DM.保険その他9億 DM，住宅その他51億5，000万DMなどである。 (Zurokonomt"schen 
Politik der SED und Regierung der DDR， 11. Juni 1945 bis 21. fuli 1955， Dietz 
Verlag， Berlin， 1955. S. 88.) 































21) 因みにソ遣において過去の蓄積平はつぎのとおりである" 1925-26年15.9%， 1926-27年






経済政策は何んといっても 1953年 6且日日に採用されたいわゆる新経済政策 ¥(Neue














ポが時的仁ゆるめられた。いま阿部門聞の比率の発展をみると 1950年の 52.6対 47.4
および 1953年初頭の日対話から 1953年末の 63対 37および 1955午の 5.78対 42.2に，
22) これらの諸問題のうち，なかんず〈計画化，価値価格，金融制度等の諸問題については栴を改
めて考察する予定である。













24) Die Deutsche Demokratische Ret坤 lika!s Basis in Kampj um tMe Lös耐~g der 
Lebensf叩 !gender deutschen Nation， Dietz Verlag， Derlin， 1954， S. 89 



























25) G. Manz.“Einige Probleme der zweiten Funfjahrplans der DDR". 珂firt-
schaftswissenschafi. H. 3， ，1956， S. 337， und F. Oelsner，“Staat und Okonomie in 
ubergangsperiode "， Wirtsckaftswissen沼chaft.H. 3， 1957， S5. 33ο-370 
26) H. Hessel，“Zur Frage des Wachstumstempos der beiden rgrosen Abteilungen 
der gesellschaft1ichen Pr.oduktion". Wirtschajtswissenschaft， H.6. 1954， und.M 
Schuppe，“ Zur Theorie der erweiterten Reproduktion". Statistische Praxis， H 
8， 9， 10， 1954 
27) H. Hessel， ibid.， S. 644 

























さて 1956年 3月に開かれた SED第3回党会議は第1次5ヶ年計画において達成さ
札た諸成果音確認 Tるとともに第2次 5ヶ年計画副(1956-60年〕の基本的任務を提起し
29) H. Wolf， ~. Zu einigen aktuellen Fragen der marxistischer Theorie der 
erweiterten Reproduktion". Statistische P:γa却 s.H. 12. 1954， und H. 1， 1955 
30) F. Oel品ner，μsemerkungzum Reproduktionstheorie "， Wirtschaftswissen 
schaft. H. 2. 1954 
31) p，向 tokollder theo同 tischenKonfe附 zdes lnstituts fur Wirtschaft創出品印schaften
bei der Deutschen Akademie .4e7 Wisse;nschajte沼 zuBerlin von 11. bis 14. Marz 
1955， Zu den Thema: Die Ubergangsperiode 110隅 KaPitalis~叫俗 :z.U'fYl Sozialismus 
in der DDR. Akademie-Verlag， Berlin.1955， S. 65. 
32) Protokoll des III. Parteikonjerenz deγSED， Bd. 2， SS. 1026.-1031 































































34) B由 chlussdes V. Parteitages der SED uber der KamPf u隅 denF'n"eden， li，げ aen
Sieg des Sozialismus. fur die nationale Wiedergeburt Deutschlands als jriedlie. 
hender. demokratischer Staat， Dietz Verlag， Berlin， 1958， S. 3. 
35) G白 efzuber den Siebenjahrtlan zur Entwicklung der V.olkswirtschaft der DDR 
in den Jahren ]959 bis 19fi5 













基礎資材工業 2，115 360 544 3 658 550 
金属加工業 3，730 '14 619 3 1，443 951 
軒 工 業 6，881 551 830 22 2，670 2，808 
食品料工品業・晴好 2，135 113 617 282 613 510 
合 計 14，861 1，738 2，610 310 5，384 4，819 
(同労働者及び事務員数〔見習い者を除く J
基礎資材工業 726，949 619，872 62，380 1，056 32，523 11，118 
金属加工業 1，056，050 846，297 96，606 101 90，533 22，513 
軽 工 業 785，859 353，677 165，762 4，202 187，608 74，610 
食品工料業品 曙好 206，173 52，1l~ 88，720 25，201 29，812 10，326 
メMミh 計 2，775，031 1，871，960 413，468 30，560 340，476 118，567 
(C) 工業総生産高(1000，.イツ・マルク，不変価格〉
基礎資材工業 23，948，297 21，108，822 1，655，070 68，764 862，379 253，262 
金属加工業 29，630，079 24，397，541 2，796，915 1，436 2，012，561 421，626 
軽 工 業 16，950，167 8，719，770 3，725，902- 82，488 3，339，09日 1，口82，911
食品料工業品 噌好 10，962，450 2，769，821 5，292，609 1，566，943 1，065，879 267，198 
メμえ 言| 81，490，993 56，995，954 13，470，496 1，719，631 7，279.915 2，024，997 
(Statistisches Jah'Pbuch dcr DDR 1964) 
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第 2表主たる工業生産物の生産高の推移
品 1950年 1955牛 1958年 1962年 1963年
1 高希望
電 力 10億キロ 19，466 28，695 34，874 45，063 47，450 147 ， ワヲト
石 炭 千ト γ 2，自日5 2，682 2，9日3 2，575 2，483 95 
褐 炭 " 137，050 200，612 214，970 246，992 254，219 146 
喜主 鉱 石 千有効 401 1，664 1，506 1，642 1，661 415 d トン
ヰ鋼塊と鋼軌ヂ " 998.7 2，507.5 3，043.D 3，622.0 3，625.9 251 、
窒素肥料 トンN 231，449 293，408 320，010 338，202 340，31 127 1 
スフ，木綿，羊毛 トy 78，044 96，857 111，210 114，406 114，355 124 
ポリアミド繊維〉
(デデロン " 311 2，875 4，736 7，057 7，874 9.2倍 25 3倍
セメ シ〆 ト 千ト y 1，412 2，971 3，558 5，432 5，458 210 ， 
旋 盤 台 4，422 4，851 4，513 5，473 5，046 110 
耕ト転ラ機クター " 266 1，826 1，933 6，12τ 3，568 687 13 
ベアリ y グ 千個 3，399 14，442 22，561 31，752 33，097 425 ι 
乗用自動車 台 7，165 22，247 38，422 72，209 84，290 311 11 {苦
弓と J、 ヅ ド " 19，000 152，3C日 155，500 136，110 
フ シノ オ " 277，258 724，659 718，214 1，075，370 772，961 261 ， 
フー レ ヒー " 38，616 180，038 461，189 579，963 
靴 千足 32，303 40，695 44，678 56，103 54，267 126 
〔家禽肉肉を除く〕 トy 99，309 496，413 587，202 612，546 679，271 500 
マーガリ γ 千トン 46.3 183目3 181.4 206.5 195.1 396 42 
凝縮ミルク トユノ 5，663 12，105 16，740 19，211 25，991 214 4 
ノ、 タ -') 千トン 143.8 157.6 160.3 168.1 




技術的改造を行し、， 消費財の生産壱急速に増大させる。 こうして工業生産高は 1958年
に比ベて 1965年には 188%に，また労働生産性は 185%に増大される。
(2) 農業部門では社会主義的大農経営によってすべての農作物と畜監物の生産性の向





(3) とれらの課題を解決するために計画中 1420億 DMの資金が国民経済諸部門に投
下されるが，このうち工業に対しては約600億 DM. また農業には 140億 DMが投下
されるし，さらにその他交通・住宅建設等に対しても巨額の資金が投下される予定であ
る。
(4) こうして国民所得は 1958年の630億 DMから 1965年にはほぼ1日日日億 DMに増









ということを強調した。 そして 1963年1月に聞かれた SED第 6回党大会}おいてと
の7ヶ年計画は 1963年までの5ヶ年計画とし， あらたに 19 日 4~1970 年に亙る 7 ヶ年計
画が採択されることとなったのであるc つぎにこの7ヶ年計画の主たる経済的任務をご
く大ざっぱに紹介しておこう。






(4) 以上によって生産部面での国民所得は 1963年に比ベて 35%がた増大されること
となる同。






























37) Okonomik der sozialistz"scher lndustrie in der DDR， Lehrbuch 1957， 3.unver酎，-
derte Aufgabe， SS. 379-380 
38) 主要工業国の総人口に対する工業労働者および事務員の割合はつぎのとおりである(195時現
在〉。ソ連約9%，米国 10%以上，酉揖13%，英国約 21%，ベルギー約6%，チェコ 14%，ポ
ーヲ γ ド約 10%等々 。































39) F. Behrens， Zur Dejinition und Messung der Arbeitsjρroduktivitat. Akademie-





















AP~主~'1lPI+Q2P2+'" ，" +qiPi 
T TL 
また労働生産性の時間的発展はつぎの算式によって算定される。
AP'=主主 iQ"'lPl+qn2P2+ ... +qniP.DTLo 











41) Okonomik der Arbeit in der DDR， Ver1ag D目、Nirtschaft，Berlin， S. 213 











AP'~ .s，QnltL01 + q"2tL02 + 叶 qntt主主」呈封主主旦










多〈の利点叫があるo かくして 1962年 10月25日の閣僚会議での決定はとの方法の意












や多〈り計算ちがし、とごまかしを許すなどの点を指摘している (S. Heyde. . Die Messung 













45) Entwicklung von A坤eitsproduktivitatund Durchschnittslohn， neue Tech地 k-neue
Normen und Anwendung zweckmassiger Lohnform町zin J4αhre 1963 
